













artistic handicraft (‘Kunsthandwerk’), industrial arts, real craft, 
constructivism, ‘Mukei’ group
美術としての工芸
无型の結成    構成派の工芸
杉田禾堂    美術工芸指導論
杉田禾堂    純工芸の実践
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A03「幼な友達」『木星』大正14.5        A07「最近の金属工芸に於ける形体」『帝国工芸』S5.1


























A09「柳宗悦氏に」『アトリヱ』昭和5.12       A17「工芸振興の基礎に関する私見」『汎工芸』S8.11
A10「純工芸の主張」『无型』27号　昭和6.4      A18「新事業と指導奨励方針」『大阪之工芸』昭和9.1
A11「或る日の回顧」『日本漆器新聞』昭和7.1     A19「産業思想と芸術思想の問題」『アトリヱ』S9.5
A12「純工芸主義の声明」『日本漆器新聞』昭和7.3   A20『意匠資料の研究    産業奨励誌』昭和11.12
A13「工芸に於ける素材の立場２」『美育』昭和7.5   A21「工芸科学研究所設置の要望」『産業工芸』S12.1
A14「大阪府工芸産業奨励部の開設」『大阪之工芸』S7.8  A22「産業工芸の指導に就て」『アトリヱ』昭和12.7
A15「産業と美術の工芸」『汎工芸』昭和8.2      A23『戦時工芸    産業奨励誌』昭和13.8
A16「工芸産業奨励部の改造」『大阪之工芸』昭和8.7  A24「新体制と工芸」『汎工芸』昭和16.1
【定期刊行物】
B01『アトリヱ』，B02『工芸時代』，B03『現代の図案工芸』，B04『図案と工芸』，B05『中央美術』，B06
『美術新報』，B07『美之国』，B08『早稲田文学』，B09『无型』，B10『みづゑ』，B11『大阪之工芸』，B12
『日本漆器新聞』，B13『汎工芸』，B14『産業工芸』，B21『読売新聞』，B22『東京朝日新聞』，B23『東京
日日新聞』，B24『報知新聞』，B25『国民新聞』，B26『名古屋新聞』，B27『大阪朝日新聞』，B28『大阪毎
日新聞』
【単行本，論文など】
C01『東京大正博覧会審査報告』大正5
C02　村山知義『構成派研究』中央美術社　大正15.2
C03『日本美術大年鑑1926』中央美術社　大正15.11
C04「審査概評」『巴里万国装飾美術工芸博覧会政府参同事務報告』昭和2.3
C05　村山知義「重きコンストルクシオン」『現在の芸術と未来の芸術』大正13.11
C06『国民美術協会略史』昭和5
C07　豊田勝秋「現代日本工芸美術の動き及び作家」『建築・造園・工芸』１　金星堂　昭和6.6
C08　柴崎風岬『官展工芸側面史』上　汎工芸社　昭和25.1
C09　福岡縫太郎「工業品美化運動と大阪」『デザイン』（雑誌）昭和37.12
C10『モダニズムの工芸家たち』図録　東京国立近代美術館工芸館 1983.10　昭和58.10
C11　高村美佐編『高村豊周文集Ｉ』高村豊周文集刊行会　1992
C12『東京芸術大学百年史　東京美術学校篇』1992.4
C13　五十殿利治『大正期新興美術運動の研究』スカイドア　1995.3
C14『豊田勝秋展』図録　石橋美術館他　1997.11
C15『金属の変貌』展図録　高岡市美術館　2004.11
C16　宮島久雄「産業工芸の大阪」『近代大阪の工芸に関する総合的研究』（2009）
C17　島津京「津田信夫とバウハウス」及び年譜『津田信夫展』図録　佐倉市立美術館　2010.8
C18『第一回聖徳太子奉讃美術展覧会図録　工芸之部』（大正15）
C19『創工社基準工芸展図録』　生駒時計店　昭和14.3
C20『村山知義の宇宙展図録』神奈川県立近代美術館葉山，高松市美術館ほか　2012.2
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